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まだまだ話題がありますので、続編にご期待ください。 
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正誤表．『わたしの気分はお天気しだい』第１巻・初版
 

※サンプルとして、２つの記事のダイジェス

トを載（の）せています。 
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『カラスの本当の姿！』 
◆【記事掲載】５４号 ２００４年０２月２５日発行 ◆ 

◆【記事掲載】５５号 ２００４年０３月０３日発行 ◆ 

 
 街中に住んでいると、残念ながら、あまり動物を見かけません。 
 獣なら、イヌやネコ…たまにイタチが小学校のニワトリを襲ったと聞くくらい 
 です。 
 鳥の場合でしたら、ハト、ツバメ、スズメ……そして、カラスが多いですね。 
 これから、２回に分けて、カラスの意外な素顔を、ご紹介します。 
 内容は、次の物です。 
   ■日本人の持つ、カラスのイメージは？ 
   ■カラスは、とても賢いトリ 
   ■平安時代の枕草子に、カラスが出てくる 
   ■枕草子のカラスは、どの種類？ 
   ■童謡『七つの子』の意味は？ 
   ■３本足のカラスと『サッカー』の意外な関係 
   ■３本足のカラスと日本神話の意外な関係 
   ■カラスと暗号 
   ■牛若丸について 
   ■牛若丸のヘンな伝説 その１『カラス天狗と稽古した？』 
   ■牛若丸のヘンな伝説 その２『ジンギスカンになった？』 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■１■ 日本人の持つ、カラスのイメージは？～ 
 読者のみなさまは、カラスに対してどんなイメージを、お持ちでしょうか？ 
 よく聞くイメージは、次のものだと思います。 
 ＜よいイメージ＞ 
   ■秋の夕暮れに似合うトリ。 『♪カラスがなくから、か～～えろ』 
   ■童謡『七つの子』に出てくる、かわいいトリ。 
                 『♪カ～ラ～ス、なぜなくの？』 
   ■頭がいいらしい。 
 ＜悪いイメージ＞ 
   ■カラスが鳴くと、だれかが死ぬ……不吉（ふきつ）なトリ！ 
   ■大きくって、黒くって、こわい！ 
   ■がぁがぁと鳴いて、うるさい！ 
   ■ゴミ袋を突っついて、生ゴミを食べ散らかすので、迷惑だ！ 
   ■キラキラ光る物を盗んだりする、イタズラ者！ 
 たしかにカラスは、イタズラもします。 
 どちらかと言えば、今の日本では、カラスは嫌われています。 



 では、昔の日本人もカラスを嫌っていたのかと言えば、違うようです。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■２■ カラスは、とても賢いトリ～ 
 まずは、昔も今も変わらない、お話です。 
 すぐに覚えた事を忘れてしまう人のことを、『鳥頭（とりあたま）』と言いま 
 す。 
 つまり、「トリは頭が良くない」と日本人は思ってきました。 
 ところが、カラスは鳥なのに、頭がいいようです。 
 次の話を聞いたことがあります。 
   ■木の上の巣に止まって、下を通る人間を数えている。 
    少なくても３人までは、何人いるか理解している。 
   ■自分で割ることのできない硬い木の実を、電車や自動車にひかせて、割 
    れた実の中身を食べる。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■３■ 平安時代の枕草子に、カラスが出てくる～ 
 平安時代の有名なエッセイに『枕草子（まくらのそうし）』があります。 
 その最初の部分が、有名な『春はあけぼの』です。 
 作者の『清少納言（せいしょうなごん）』さんは、四季の中で好きなものをイ 
 キイキと女性らしく書かれています。 
 『枕草子』は、下記のURLで全文を読めます。 
   URL> http://www.wao.or.jp/naniuji/koten/makurano.htm 
 『春はあけぼの』の中の、秋について書いてある部分を、ご紹介します。 
   「秋は、夕暮れ。 
    夕日のさして、山の端いと近うなりたるに、烏（カラス）の寝どころ 
    へ行くとて、三つ四つ、二つ三つなど、飛び急ぐさへ あはれなり。 
    まいて、雁（かり）などのつらねたるが、いと小さく見ゆるは、いとを 
    かし。 
    日入り果てて、風の音、虫の音(ね)など、はた言ふべきにあらず。 」 
 これを今の言葉に直しますと… ＜私が訳しました＞ 
   「秋は、夕暮れが好きです。 
    夕日が傾いて、山の端に近づいている時に、カラスが巣に帰ろうと、３ 
    羽４羽、２羽３羽と、急いで飛んでいくのでも、見ているとじ～～んと 
    感動するなぁ。 
    それよりも、渡り鳥のガンが『く』の形にならんで飛んでいるのが、と 
    ても小さく見えるのは、とってもいいなぁ。…」 

サンプル版では、ここまでです。 

 3



 4

『ウンコの本当の姿！』 
◆【記事掲載】８９号 ２００４年１０月２７日発行 ◆ 

 
 「小さなお子さんが大好きで、若いお母さんたちが嫌（きら）いなもの」と言 
 えば、虫とウンコです。 
 食事中の人は、後から読まれた方がいいですよ。 
 内容は、次の通りです。 
   ■ウンコの正体 
   ■高価だった資源『グアノ』 
   ■昔はウンコ、少し前はオシッコが宝物だった！ 
   ■ポットン・トイレと寄生虫の話 
   ■クジラと高価な香料『抹香（まっこう）』の話 
   ■コウモリと中華料理『蚊の目玉のスープ』の話 
   ■ルアックと高価なコーヒーの話 など 
   ■金魚のフンは、なぜ色がまだらなの？ 
   ■フクロウやタカが口から出す『ペレット』は、ウンコ？ 
   ■イリオモテヤマネコは、何を食べているのか？ 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■１■ ウンコの正体～ 
 ウンコと言えば、「食べ物を消化しきれなかったカス」だと思っている人が多 
 いと思います。 
 でも半分以上は、腸（ちょう）の中に棲（す）んでいる『大腸菌（だいちょう 
 きん）』や『乳酸菌（にゅうさんきん）』といった細菌（さいきん）たちの死 
 体だそうです。 
 ～～～ 
 オシッコの中身は、水分や塩分のほかは、カラダの中で弱められた毒素（どく 
 そ）や、あまった栄養素（えいようそ）や、あまったホルモンなどの化学物質 
 です。 
 ～～～ 
 どちらにしても、美味（おい）しそうな物ではないですね。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■２■ 高価だった資源『グアノ』～ 
 『グアノ』という石を、ご存知ですか？ 
 これは、『鳥糞石（ちょうふんせき）』や『海鳥糞（かいちょうふん）』また 
 は『糞化石（ふんかせき）』ともいいます。 
 どんなものかと言えば、海鳥のウンコが固まって石になったものです。 
 ～～～ 
 今は空気中の窒素（ちっそ）から、農業で使う肥料（ひりょう）を化学的に作 



 り出せます。 
 でもこの技術ができるまでは、『グアノ』は大切な肥料だったので、とても高 
 い値段がついていました。 
 『グアノ』がたくさんある南アメリカのチリという国は、この『グアノ』が売 
 れている間はお金持ちだったそうです。 
         ♪       ♪       ♪ 
 ～■３■ 昔はウンコ、少し前はオシッコが宝物だった！～ 
 人間のウンコやオシッコも、昔の日本ではとても大切に扱（あつか）われてい 
 ました。 
 江戸時代では、農家の方が野菜やお米を持って街中（まちなか）へ出かけて、 
 帰りに町の人が出したウンコやオシッコを持って帰ったそうです。 
 つまり街中の人は、ウンコやオシッコを農家の人に売っていたわけです。 
 今ではウンコやオシッコをお金を払（はら）って、水で流したり、役所の方に 
 持って行ってもらいます。……まるで逆ですね。 
 江戸時代というよりも１９７０年くらいまでは、日本でも、肥料として人間の 
 オシッコやウンコを使っていました。 
 江戸時代では、オシッコよりもウンコの方が、高い値段だったそうです。 
 オシッコは水気が多いので、イヤがられたそうですよ。 
 農家の人は、持って帰ったオシッコやウンコを肥料にして、農業を行いました。 
 でも今の農家では、工場で作られた『化学肥料』か、ウシなどの動物のウンコ 
 を肥料にしています。 
 ～～～ 
 女の人がおなかの中に赤ちゃんができたかどうか、オシッコを使って検査する 
 『妊娠検査薬（にんしん・けんさやく）』という物があります。 
 これは、赤ちゃんができると作られる化学物質を見つける物です。 
 他にもオシッコの中にはいろんな化学物質が入っているので、公衆トイレから 
 オシッコを回収（かいしゅう）して、オシッコの中から貴重（きちょう）なお 
 薬（くすり）を取り出す研究が１９８０年くらいまで行われていたそうです。 
 生き物の中で作られる化学物質を、工場で作るのはとても難（むずか）しいこ 
 とだったので、そんな研究が行われていました。 
 でも今では、『大腸菌（だいちょうきん）』などに化学物質を作ってもらう『 
 バイオテクノロジー』が発達してきました。 
 だから、オシッコから化学物質を取り出す研究は、止（や）めてしまいました。 
 こうして、昔は宝物だった人間のウンコやオシッコは、今ではたんなるゴミに 
 なってしまいました。 
 もったいないですね。 

。 

 

サンプル版では、ここまでです
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＜＜あとは、お買い上げ後のお楽しみです。＞＞ 
 

お買い上げ方法： 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

【１つ目の方法】 本の定価８４０円＋本屋さんまでの交通費

この本は、『まぐまぐ！ＰＯＤ』という新しい本の売り方を使ってい

ます。 

 

この下の本屋さんに行って、「『まぐまぐ！ＰＯＤ』の本を下さい」

と注文すると、その場で印刷して本を作って売ってくれます。 

お近くの本屋さん： 

■旭屋書店京都店■ ＜＜京都府と滋賀県にお住まいの場合＞＞ 

ＪＲ京都駅前にある『プラッツ』《昔の近鉄デパート》５Ｆ 

※この方法で買える本屋さんは、日本全体でもまだ１３しかありませ

ん。 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

【２つ目の方法】     本の定価８４０円＋送料３１５円

インターネットで、通信販売もできます。 

ホームページのアドレスは、下の通りです。 

http://ebook-print.com/ebook/ 

『まぐまぐ！ＰＯＤ』のアイコンをクリックして下さい。 

支払いはクレジットカードで、送料が３１５円だけ別にかかります。 

お届けには１週間くらいかかります。 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 
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読者さんの感想：＜第１巻について＞ 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

■ハリーポッターよりも、親戚（しんせき）の子供たちに読ませた 

 いので、あと３冊（さつ）を送ってください。続きも予約します。 

（福岡県・元教員 Ｏさま） 

■『ほうほう、ふむふむ』とうなずきながら、読ませていただきま 

 した。              (北海道・会社員 Ｏさま) 

■読んで、すごく楽しいかったです！子供にも読みやすいし、『つ 

 いに本を出したか！！』という感じです！ 

（埼玉県・自由業 Ｋさま） 

■読みやすいので、学校の行き帰りに読ませていただこうと思いま 

 した。            （神奈川県・大学生 Ｙさま） 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 
 

■参考文献■ 
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※毎日新聞の記事を参考にした場合は、記事が載っていた日付を、都度示してい 
ます。 

※インターネットに公開されている情報を参考にした場合は、そのホームページ 
のＵＲＬを、都度示しています。 
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